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 本研究は, トポロジーの認識論への応用研究である[1-8]. そこで目指されていること

は, 実存世界の科学化, あるいは科学の実存化であり, Primitive Chaos [5, 9] なる概念が

用いられる.  

 

定義. 集合 X, 空でない X の部分集合族{Xλ, λ ∈ Λ}, 写像族{fXλ
 : Xλ →X, λ ∈ Λ} が性質(P) 

を満たす時, (X, {Xλ, λ ∈ Λ}, {fXλ
, λ ∈ Λ}) を Primitive Chaosと呼ぶ.  

(P) 任意の列 ω0, ω1, ω2, ω3,…に対して, 初期値 x0 ∈ ω0 が存在して 

fω0
(x0) ∈ ω1, fω1

(fω0
(x0)) ∈ ω2, fω2

(fω1
(fω0

(x0))) ∈ ω3, …, 

を満たす. ただし各 ωi は{Xλ, λ ∈ Λ} の要素である.  

 

Primitive Chaos は, 幾つかの条件を付け加える事により, 次に示すようなカオス的性質

を持つ[10]. すなわち, そのような意味で Primitive Chaosは原初的なカオスである.  

• 任意の素周期をもった周期点の存在 

• 周期点の稠密性 

• 初期値鋭敏性 

• 稠密な軌道の存在 

• 位相推移性 

そして, 次のような問題と密接に関連している事が知られている[5, 9].  

• 決定論とは何か？ 

• 現象を記述する法則とは何か？ 

• 因果律とは何か？ 

• 自由意志の問題  

• 予測可能性 

• 時間の非対称性 

この Primitive Chaos なる概念を用いて, トポロジカルに議論する事により, 次のような

問題を議論する事が可能となる.  

• 「私」の心とは何か？ 

• 人工知能の心とは何か？ 

• 論理と, 「私」の心と, 人工知能の心との関係 

• 「私」が見る世界と人工知能が見る世界との違い  

• 「私」が「あなた」を理解するとは, どういう事か？ 



• 人口知能が「私」を理解するとは, どういう事か？ 

• 人工知能同士が互いに理解するとは, どういう事か？ 

• 時間とは何か？ 

• 「客観性」と呼ばれる概念とは何か？ 

• 科学はなぜ「私の世界」で機能するのか？ 

すなわち, このような問題が議論できる新たな枠組みが提案される. あるいは, 従来的

なこれらの問題に対して, 従来とは異なる角度からの議論を可能にする.  
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